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『百科全書』の訳語
「化学」 「天文学」「物理学」 に よる















日本語 の語 彙 が,幕 末 ・明治 期 に大量 に更 新 され た ことは よ く知 られてい
る。 ま た,こ の こ とに関す る研 究 報告 も多い')。た だ,今 まで の報告 は・辞
書 を資料 に した ものが大 部分 で,直 接 の訳 書 の研 究 が残 されてい る。本稿 で
は,明 治初期 の代 表 的 な訳書 で ある 『百科全書 』2)の訳 語 を検討す る。
r百科全書 』 は,1873年(明 治6)か ら1886年(明 治19)に,文 部省 編
纂局 が翻訳 ・刊行 した大項 目事典 で92冊 か らな る。 原書 は1868年 に英 国
で刊 行 さ れ た,W.R.Chamber's兄 弟 編 に よ る"Tnformationforthe
Pe・ple・ で,フ オ リオ版2巻 か らなる・緒 は・箕作 麟祥 ・菊池 大麓 ・秋 山
恒太郎,大 槻 文彦 ら51名 にお よび,維 新啓 蒙書 の集 大成 ともい うべ き大が
か りな もの であ った。本 稿 で は,こ の うち 〈理 系の訳語>3)を 確 認す るため
「化 学」(明 治8年 ・小林 義直訳),「 天文学」(明 治9年 ・西村茂樹 訳),「 物
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理 学」(明 治10年 ・小 島鉄 三郎 訳)の 新語(蘭 学 の訳語 を含 む)を 中心 に
取 り上 げた。 なお,蘭 学 の訳 語 を含 め ためは,蘭 学 の訳語法 が明治期 の英学
に引 き継 がれ たの では ないか と考 え るか らであ る。 と くに 〈理系の訳語 〉に
この こ とが い えるのでは ないか。確 認 したい。
2.資 料 の処 理
語 の抽 出 には,上 記 の 「化 学」 「天文学」 「物 理学」 の各編 か ら漢 語 の異 な
り語 をすべ て抜 き出 し,原 書 の該 当箇所 の原語 と対 照 させ る。 つ ぎに,こ れ
らの語 を 「新語」 「既 存語」 及 び 「廃語」 に分 けた4}。
「新語」 ① 本 資料以前 の洋学(蘭 学 を含 む)の 著書 ・訳 書 を初 出 とす る語
② 漢籍 には以 前か らあ るが 日本 で は① を初 出 とす る語(次 号)
「廃 語」 新語 の240/0前 後 が廃 語 に な ってい る。 なぜ 廃 語 にな ったの か、
語 の構造 、 日本語 の訳 語法 を知 る資料 と して重要 であ る。(次 号)
次 の結 果が得 られ た。
語彙数 《表1》
摘要 新語① 新語② 廃語 既存語 合計
化学 266 50 102 165 583語
X1875} X45,fi°/a) (8,fi%) X24,4°lc}} (28,3°/a}
天文学 149 41 48 147 345語
(1876) (31,fi°lo} (11,9°/a) X24,2°/a} (42,6(%)
物理学 119 58 49 178 404語
(1877) X29,5°/0) (14,4°lc)) (21,7°10) (44,0/0)
〈註〉廃語の%は 新語に占める割合 潅念言十1,332言 吾
3.新 語① の検討
ここでは,日 本 に西洋科学が移入 された後の術語,江 戸の蘭学の用語 も含
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めて考 えてみ たい。 とい うの は,日 本 の近代語 の更新 は,文 字 どお り急激 な
もの であ った。怒濤 の よ うに入 って くる欧 米の文物 に対応 す る新語 が大 量 に
生産 され た。 その よ うな対応 が可能 で あった理 由 と してい くつ かの要 因が考
え られ るがtそ の1つ に蘭学 時代 に訳語 の方法 が確 立 されて いた。そ れ を活
用す る。蘭語 か ら英語 に乗 り換 え るこ とで,あ る程度 の訳 語 を造 るこ とがで
きた。そ の ことの確 認,つ ま り蘭学 の訳語 法 と英語 の受 け入 れの方法 を対照
させ るこ とで あ る。と くに 〈理系 の語 〉にこの こ とが有用 で あ る と考 え る。
1)2字 語 の語 彙
漢語 の造語 要素(語 基)は 漢字 で ある。漢字1字 が1語 基 となる。 新 しい
漢字 を造 っての新 語造 りは例外 的で ある。2字 漢語 か らみ るこ とにす る。
〈化学 〉
「化学 」 はy江 戸の 蘭学 では 「舎密 」<chemie>と オ ラ ンダ語 を音 訳 して
用 い,今 日の薬学 を含 む分 野 で活 用 され た。 《表1》 が 示す よ うに,他 の
「天文学」 や 「物 理学 」 に対 して 多 くの語 彙 を もってい る。 さ らに注 目 さ れ
るの は 〈新 語 ① 〉の 割 合 が45,6・%・ と多 い こ とで あ る 。 これ は,「 舎密 」
が 薬 学 が 主 で あ った の に対 し,英 学 か ら入 っ た 「化 学 」 は広 範 な 内容 を










































































































其 抱 合 ハ 硫 一 和,酸 素 二 和 ニ シ テ塩 基 ト抱 合 ス レバ 能 ク亜 硫 酸 塩 ヲナ ス 亜




この 時 期 に造 ら れ た 新 語 で あ る 。1872年(明 治5)の 医 学 用 語 集 『医 語
類 聚 』 に<basis>の 訳 語 と して 「基 礎 又 塩 基 」 の よ う に 「塩 基 」 が 見 え る。
◆ 化 学chemistry
エヒ学ノ 語 源 ケ ミス トリー ノ由 来 ハ未 ダ詳 ナ ラザ レ ドモ …
Thetermchemistryisofdoubtfulderivation
この語 の初 出 は中国が早 い よ うであ る。 中国で王軸 の成豊5年(1855)の
日記 に登 場す る。 日本 では幕末 の オ ラ ンダを訳 した1860年(万 延元年)の
稿 本 に 「化 学書」 の語 が 見 え最 初 と され る。 幕末 か ら明治初期 にか けての,
中国洋学 か らの借 用語 と して 「電気」<electricity>が 有 名 であ るが,こ の
語 も同様 の語 ある。
◆ 化 合union
其説 二 日ク凡 ソ瓦斯体 ノ止鉦2と ハ常 二其容積 ノ単 一ナル比例 二由 テ成 ル
Theunionofgasesisalwayse脆ctedinsimpleproportionsoftheir
volumes
「化 合 」 は,本 資 料 と同 時期 の 文 部 省 『小 学 化 学 書 』(1874年)に 動 詞 の 形
で,ま た 「化 合物 」 の 用 例 もあ る よ うで あ る。 い ず れ に して も,こ の 時 期 の
訳 語 で あ る。
◆ 苦 土magnesia
四 個 ノ 土 類 即 チ 石 灰,重 土,斯 篤 論 知 亜,及 ヒ董 土 モ 著 ク此 性 質 ヲ保 ツ故




酸 化 マ グ ネ シ ウ ム の 訳 語,1900年 の 『稿 本 化 学 語 彙 』 はMagnesia.
Bitterds.(仏)を 当 て て い る。
◆ 珪 素silicon
非 金 属 元 素 ハ 其 数 十 三 ア リ酸 素,水 素,窒 素,炭 素,蓬 素,珪 壼,硫,格




上 記 の13の 元 素 の う ち 「酸 素 」 「水 素 」 「窒 素 」 「炭 素」 は,江 戸 の 蘭 学
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で 造 ら れ た もの で あ る 。 「蓬 素 」 は,今 は 「瑚 素 」 と書 くが,明 治 期 の 訳 語
で あ ろ う。 本 資 料 の 例 が 新 しい もの で あ る 。 「珪 素 」 も,こ の 用 例 が 早 い も
の で あ る。 とこ ろ で,蘭 学 の 訳 語 は直 訳 に よ る もの が 多 く,た とえ ば 上 記 の
「水 素 」 はWaterstof<Water+stof>の 直 訳 に よる 。 蘭 学 者 た ち は<stof>
を 「素 」 と訳 す こ とに 決 め て い た.5)。以 下 の 「炭 素」Koolstof(〈Kool/炭 〉
+〈stof素 〉),「 窒 素 」stikstof(〈Stik/窒 〉+〈stof/素 〉)と い う具 合 い
で,い ず れ も直訳 で あ る。
◆ 原 子(元 子)atom
同 氏(ダ ル トン氏)又 原 子 ハ 小 球 体 ナ リ トI
Theatomsheconsideredasspheres,
『日本 国語 大 辞 典 』 は,1881年(明 治14)の 『哲 学 字 彙 』 〈Monad元 子 〉
を 初 出 に して い る 。 な お 『物 理 学 術 語 和 英 仏 独 対 訳 字 書 』(1888年)は
〈Gen-shi.Atom.原 子 〉 と な っ て い る。
◆ 酉麦'1生acidity
其 酸 素 ト抱 合 スル 比例 数 種 ア リテ 皆醐 生ヲ具 フ
Withoxygenitcombinesinmanyproportions,formingcompounds,
allofwhichpossessaciproperties.
本 資 料(1875年)と 同 時 期 の1874年(明 治7)『 小 学 科 学 書 』(文 部 書)が
早 い よ うで あ る。 「酸 性塩 」 「酸 性酸 化 物 」 の 複 合 語 も見 え る。
◆ 定 性universal
然 レ ドモ 其前 二示 ス所 ノ三種 ノ品 二 親 和 力 ア ル ハ 酸 類 固 有 ノ定 性 ナ リ
buttheira舐inityforthethreeclassesofbodiesabovenamedisa
鯉characteristic.
化 学 分 析 に よ っ て物 質 の 成 分 が 何 で あ る か を定 め る こ とで あ るが,「 日本
国 語 大 辞 典 』(2版)も 用 例 を示 して い ない 。 本 例 が 早 い もの で あ ろ う。
◆ 腐 蝕corrosive
酸 類 ハ 多 ク酸 味 ア リテ甚 シ ク腐 蝕 シ
Thegreaternumberofthemhaveasourtaste,andareverycorrosive.
今 の と こ ろ,ど の 辞 典 もこ の用 例 よ り早 い もの を示 して い な い 。 化 学 用 語
と して の 一・般 化 は 明 治 の後 期 で は ない か。
◆ 冷 却cooled




「冷却 」も,本 用例(1875年)よ り早 い もが 見あ た らない。早 い もので 『歩
兵操 典』(1928年)の 用例 で あ る。(以 上 「化学」)
〈天文学〉
「天文学」 も江戸の蘭学か ら引 き継がれた。蘭学 と共通する語が多い。
環状 器機 極星 傾度 行星
斜向 焼点 推理 重星 星霧





観 察 ヲ為 スニ 要須 ナ ル..Tvノ 用 法 等 ノ如 キ ハ …
themanagementofmathematicalinstrumentsfortakingthenecessary
observations,
「米 欧 回 覧 実 録 』(1877年)に 「機 器」 が 見 え るが,逆 の 「器 機 」 は 見 出
しに くい 。 そ して,「 明 治10年 代 以 降 に な っ て 「機 械 」 な どの 語 に ひ か れ
て 「器 機 」 も勢 い を もつ よ う に な っ た と考 え られ る」fi)とい う。 こ の 明 治7
年 の例 が 早 い もの で あ る。
◆ 極 星P・le-star
姑 ク其 ノ傍 二在 ル 光 輝 ア ル 星 ヲ以 テ極 星 ト名 ク
butaverybrightstarliesnearit,calledfc)rthatreasontheole-sエ.
今 は 「北 極 星」 とい う。 「極 星 」 直訳,本 例 が 早 い 。
◆ 行 星Planet
往 昔 ハ 唯 五 個 ノ五 星 ア ル コ トヲ知 リ希 朧 ノ語 二 従 ヒ テ之 ヲ 「プ ラ ネ ッ ト」
ト名 ク遊 行 ノ義 ナ リ
Theancientsdiscoveredfiveofthese,andgavethemthenameoflanets,
fromtheGreekword`towander.'
今 日で は 「惑星」 と訳す 。 「行 星」 の早 い例 はJ.cヘ ボ ンの 『和英語林 集
成 』(1867年)の ようで 「遊 星」 とも訳 した。ギ リシャ語 の 「さま よ うもの」
が語 源。
◆ 交 点nodes
行星 ノ軌道 ハ必 ス小 角度 ヲ以 テ黄道 ヲ横 裁 スル処 ヲ名 ケテ交 点 ト云 フ
『百科全集』の訳語39
Theycrossitatsmallangles,andthepointsofcrossingaxecallcdnodes.
「交 点 」 は,太 陽 の 黄 道 と月 の 白道 の 交 わ る点 の こ と。 今 の とこ ろ・ い ず
れ の 辞 典 に も用 例 が 示 され て い な い。 ラ テ ン語 の 「結 び 目」 の 意 か ら。
◆ 重 星 ・複 星doublemultiplestars
聾
doublemultilrs
と もに,肉 眼 で は 一 つ に見 え るが,望 遠 鏡 で は 二 つ 以 上 に分 離 して 見 え る
星 。 『日本 国 語 大 辞 典 」 に は 両 語 と も用 例 が な い 。 ま た,一 般 の 国 語 辞 典 に
は2語 と も登 録 され て い な い。
◆ 星 霧nebula
此 斑 点 ハ 其状 雲 霧 ノ如 ク ナ ル ヲ以 テ総 テ 之 ヲ名 ケ テ星鑑 ト云 フ
Theyaregenerallyspokenofcollectivelyasnebula_,from#.heircloud-
likeappearance.
現 在 で は 「星 雲 」 とい うの が 一般 的 な よ うで あ る。 この 「星 霧」 も早 い 用
例 が な い 。 また,一 般 の 国 語 辞 典 は登 録 して い な い。
◆ 直 角righta皿gles
地 軸 宛 モ 太 陽 ヨ リ引 ク線 ト直負 ヲ為 ス ニ
whentheaxisisatrightanglestoalinedrawnfromthesun,
本 資 料 「天 文 学 」(1876年)」 よ り先 に、 中 国 洋 学 書 で 日本 に も訓 訳 さた
『六 合 叢 談 』(1857年)r玉 石 志 林 」(1864年)に 、 この 「直 角 」 が 見 え る と
い う7)。 中 国洋 学 か らの借 用 語 とい う こ とに な る。 た だ し、 日本 で の 「直 角 」
の使 用 と して は 、 本 例 が 早 い もの で あ る。(以 上 「天 文 学 」)
〈物理学 〉
「物理学」 も蘭学の延長線上にある。
圧力 延性 拡張 気孔 曲線
重力 蒸発 体重 惰力 鋳鉄
氷点 物体 平方 放射 摩擦
◆ 拡 張expansiondilatation














この 「拡 張 」 は,1877年(明 治10)の もの で あ る が ,こ れ よ り先,1872
年(明 治6)の 「東 京 横 浜 問の 鉄 道 開業 式 に際 して 下 し給 へ る勅 語 」 に 「朕,
更 に此 業 を拡 張 し」 とあ る とい う8)。 訳 者 も知 っ て い た で あ ろ う。 なお,こ
の 「拡 張 」 は,以 下 の よ う に 「擁 縮 」 と対 に な っ て い る。
撹 縮 及 拡 張Compressibility,Contractibility;Expansibility,Dilatability.
とな っ て お り,「 擁 縮 」 は 『日本 国語 大 辞 典 』 を は じめ ,現 代 の 国 語 辞 典 に
は 見 え な い 。 「擁 縮 」 に換 わ っ て<Compression>の 訳 に は 「圧 縮 」 また は







今器 械 ヲ以 テ …物 ヲ圧 ス ル トキハ 多 少 其 体 量 ヲ減 ズ之 ヲ称 シ テ揺 ト日 フ
又 器 械 ヲ用 ヰ ル ニ非 ズ熱 ヲ失 フテ体 量 ノ減 ズ ル如 キ ハ 之 ヲ称 シ テ鐘 ト日 フ
こ こ か ら 「撹 縮 」 が 造 ら れ た 。 新 しい 語 が 生 まれ る 一 つ の パ タ ー ンが み
られ る で あ ろ う。 この 場 合 は,訳 語 で あ る の でr原 語 か ら語 基(造 語 要 素)
が 確 定 され,2字 が 組 み 合 わ さっ て語 が 成 立 した例 で あ る。
◆ 重 力gravity
Theforceofgravityisdirectedtowardstheearth'scentre .
凡 ソ物 体 ノ重 力 ハ 常 二 地 心 二 向 フ
この 「重 力 」 は,本 来 「大 き な力 」 の 意 で用 い られ て い た もの が
,蘭 学 で
物 理 学 の 用 語 と して 転 用(地 球 上 の 物 体 が 引 力 に よ って 引 か れ る力)し た 。
『暦 象 新 書 』(1802年)に<Zwaartekracht>を 直 訳 した 。 「チ ョ ウ リ ョク」
と読 ん だ 。 そ の後,英 語<Gravitation/Gravy>の 訳 語 と して 定 着 した 。 中
国 洋 学 で は 「地 摂 力 」 を用 い た 。
な お,蘭 学 時代 に,こ の 「重 力 」 の よ うに 「力 」 を語 基 に した語 が 多 く造
られ た 。〈引 力 ・Aantrekkingskracht>〈 弓単力 ・Veerk _racht>〈 遠 心 力 ・
Centrifugaaikracht>〈 求心 力 ・Middelpuntzoekendekracht>な ど,い ず れ
の 語 も<-kracht>を 伴 っ て い て こ れ を 「力 」 に固 定 した 直訳 の 方 法 が と ら
れ て い る 。
◆ 惰 力inertia
又惰 カ ノ理 ヲ諏 ク了 解 ス ヘ キー 例 ア リ
『百科全集』の訳語41
Anotherfamiliarexampleoftheinertiaofmatteristhis
この 「惰 力 」 は,本 資 料 と 同 年 の 『米 欧 回 覧 実 録 』(1877年),お よ び
『明 六 雑 誌 』38号(1875年)に も見 え,い ず れ も物 理 学 の用 語 と して 用 い
られ て お り,「1名,固 執 力 ・動 静 力 」 と もい う と して い る・
◆ 氷 点freezingpoint
故 二鉄 ハ独 ヨ リ沸 騰 点 ノ 間 二 於 テ長 サ ノ八 百 十 九分 ノ…一延 ヒル モ ノナ リ
Betweenthefreezin.sboilingpoints,then,ironincreases819/10f
itelengthi
蘭 学,幕 末の 英 和 ・和 英 辞 典 に見 え な い よ うで あ る 。 明 治 初 期 の 新 しい訳
語 で あ る。
◆ 平 方square




今 の とこ ろ,本 資 料 以 前 の用 例 が 見 え な い 。
◆ 落 体fallingbodies
必 時 ノ 自乗 二 依 ル故 二劃 杢ノ若 干 時 間 に経 行 セ シ距 離 ヲ見 ム ニ ハ 時 ヲ 自乗
シ テ其 得 タル 数 二 十六 ヲ乗 ス
Tofind,therefore,howfarabodywillfallinanynumberofseconds,
multiplythenumberofsecondsbyitself,andthatproductby16.
今 の と こ ろ,こ れ よ り以 前 の 用 例 は な い 。 英 語 の 直 訳(fall〈 落 ち る 〉+
body〈 物 体 ・体 〉)か ら造 られ た語 とい う こ と に な ろ う。 た だ し・本 資 料 で
も同 じ英 語 を 「墜 落 」 と訳 す 方 が 主 流 に な っ て い る 。
◆ 流 体fluid/halffluid
若 シ 夫 レ流 佳,圭 流 佳 ノ如 キ ハ 其 分 子 ノ揺 動 シ 易 キ ヲ 以 テ 之 ヲ分 裂 ス ト
錐 モ 轍 ク旧 二復 ス ル コ トヲ得 ル タ リ
Interruptedcohesioniseasilyrestoredwhenthebodyisinafluidor
half-fluid
「流 体 」 は,気 体 と液 体 の 総 称 の 意 で 新 しい 用 例 で あ る 。 こ の 「流 体 」
を 語 基 に し た 派 生 語 「半 一流 体 」 も 見 え る 。 ま た,複 合 語 「流 体 力 学 」
<fluidmechanics>も 他 で 見 え る。
(以 上 「物 理 学 」)
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2)3字 語 の語 彙
3字 語 は,原 則 と して2字 語 に前接 の接 辞(接 頭 舌辛),ま たは後接 の接 辞
(接尾 辞)が 付 い た もので あ る。..ヒ中下,天 地 人の よ うな並 立 の語 は,ご く
少数 であ る。
3字 語 の形成 で は2字 語 が造語 要素 とな る。 この場 合}2字 語基 が既存 の
もの か,新 し く造 られるかで あ るが,明 治初期の よ うな急 激 な変化期 では後
者が多 くなる,,語 の構造 か らは二次的 であ る。
〈化学〉
化学者 花,.,石 可擁性 可燃性 粘着性 揮発油 固性油 凝固体
結晶体 保然体 単純体 遊離体 珪酸塩 酸性塩 中和塩 験熱標
減速力 親和力 鉱山学 固定気 酸化金 消毒薬 植物質 蛋白質
動物質 滋養物 抱合物 無機物 有機物 天造物 石灰水 石灰石
繊維素 漂白粉 腐蝕薬 硫酸鉄 硫化鉄 冷凍剤 錬金術/亜 砒酸
過酸化 希溶液 生石灰 重酸化 非金属(84語 中)
◆ 化 学 者chemist
何 ナ レバ 或」盤 ノ言 ウ如 ク
assomechemistshavehinted,
2字 語 基 「化 学 」 に,後 接 の 語 基 〈者 〉が 付 い た3字 語 の 例 で あ る。 「化
学 」 は,中 国 洋 学 か ら の借 用 語 だ が 「化 学 者 」 は和 製 で あ る。<Chem-ist>
の 直 訳 に よ る。 この 他 「化学 語 」 も見 え る が,こ の 方 は今 は 「化 学 用 語 」 に
取 っ代 わ られ て い る。
◆ 花,,.石granite
其 他 許 多 ノ岩 質 成 分花 画 畳,紫 石 等 ヲナ シ
besidesbeingaconstituentofmostrock-masses,suchasg幽rr
greenstone,
「花 闘 石」 は,み か げ い し(御 影 石)を 石 材 に 加 工 した もの 。 他 に,花 尚
岩 ・花 尚砂 な どの 語 も見 え るが,い ず れ の 語 も明治 中期 以 降 の もの で あ る。
◆ 可 燃 性combustibility




現 時 点 で は 「可 燃 」 も 「可燃 性 」 も,こ の例 を さか の ぼ る もの が 見 あ た ら
な い 。 「可 燃 」 だ け で 用 い ら れ る よ り 「可 燃 質 」 「可 燃 物 」 「可 燃 性 」 の よ う
に使 わ れ る,,
◆ 揮 発 油volatileoil
之 ヲ大 気 二 暴 露 ス ル時 ハ 速 二 蒸 散 ス ル性 ア ルニ 由 テ亦 或 ハ 醗 忠 ト名 ツ ク
Fromitsspeedilyevaporatingonbeingexposedtotheair,itisalsocalled
volatileoil.
「揮 発 油 」 を化 学 用 語 と して 用 い た の は 蘭 学 で,オ ラ ン ダ語<vlugtige
olien>ま た は くaetherischeolier♪ か らの訳 で,原 語 の 意 味 は 「飛 び散 る
油 」 とい う こ とで あ るか ら意 訳 とい う こ と に な る。 た だ 「揮 発 油 」 が 近 代 の
辞 書 に登 場 す る の は,1872年(明 治5)のr医 語 類 聚 」 で あ る 。
◆ 凝 固 体solid
此 元 素 ハ黄 金 色 ノ1固 佐 ニ シ テ異 重 ハ 水 ヨ リ重 シ
Calciumisyellow,likegold,solid,andmuchheavierthanwater.
「凝 固 」 も蘭 学 書r舎 密 開宗 』(1847)に 登 場 す る が 「凝 固体 」 は1876年 の
『改 正 増 補 物 理 階 梯jま で 待 た な け れ ば な ら ない 。
◆ 酸 化 金metallicoxides
土類 及 ビ亜 爾 加里 類 モ 皆 酸 化 金 タル ヲ知 レルハ ホ ンブ イー ダ ブ イー氏 ノ発
明 二係 レ リ
butitremainedforthebrilliantgeniusofSirHumphryDavytoskew
thatboththeearthsandalkaliesaremetallicoxides.
「酸 化 」 は オ ラ ンダ語<oxyde>か らの訳 語 。 蘭 学 で 「酸 化 炭 素 」<kool-
stofoxyde>「 酸 化 満 俺 」<manga託moxyde>「 酸 化 鉄 」 な どが 見 え るが 「酸
化 金 」 は見 え ない 。
◆7肖 ・毒ii薬antidote
其 消 毒 薬 ハ 炭 酸 灰 粉 ヲ佳 トス
Theantidoteispowderedchalk.
「消 毒 」 「消 毒 薬 」 と も に古 い例 は な く,近 代 語 と考 え られ る 。
◆ 蛋 白 質albumen
蛋 自 豊 ハ 動 物 二頗 ル 多 キ 者 ニ シテ
Albumenisasubstanceveryabundantinanimalmatter.
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「蛋 白」 も 「蛋 白質 」 も,1872(明 治5年)『 医 語 類i聚 』 に見 え る の が 早 い。
本 資 料 と同 時 期 で あ る。
◆ 滋 養 物alimentary




この 「滋 養 」 「滋 養 物 」 も,上 記 の 『医 語 類 聚 』(1872年)が 早 い例 で あ
る 。 本 資 料 と同 時期 とい うこ と に な る。
◆ 抱 合 物compounds
酸 ハ 化 学w中 ノ最 要属 ニ シ テ
Acidsareamostimportantcussofchemicalcompounds,
この 「抱 合 物 」 は 丁現 在 は使 わ れ て お らず 「化 合 物 」 が 一一般 的 で あ る。
ち な み に 『日本 国 語 大 辞 典 』 は 「化 合」 「化 合 物 」 と もに,1874(明 治7
年)の 用 例 を最 初 に挙 げ て い る。
◆ 有 機 物organicmatter
故 二動 植 物 二 類 ヲ総 指 シ テ有 機 体 ト云 ヒ其 有 機 体 ヲ構 成 ス ル 諸 物 質 ヲ名 ヅ
ケ テ査 幽 忽 ト云 フ
hencetheyaresaidtobeorganised,andthesubstancesofwhichthey
arecomposedareknownbythegeneralnameofrapanicmater.
蘭学 に 「有 機 体(性)」<orga皿ischeligchaam>が 見 え,上 記 の用 例 中 に
も 「有 機 体 」 が み え る。 「有 機 物 」 もそ の 系 列 と考 え られ る が,い まの と こ
ろ本 例 が 早 い 。 また,本 資 料 に は 「無 機 物 」 ぐnOrganiCmatter>も 見 え る。
◆ 石 灰 石Iimestone
他 ノ元 素 ト抱 合 シ テ水,砂 石,五-,粘 土,岩 石,又 ハ 植 物 質,動 物 質
中 二現 在 ス
oxygenispresentinwater,sandstone,limestone,clay,andotherrocks,
asalsointhematerials,derivedfromthevegetableandanimalkingdoms.
「石 灰 」 は,中 国 の 古 典 『後 漢 書 』 に見 え,日 本 で も室 町期 の 用 例 が あ る。
この 「石灰 」 を語 基 に 「石灰 水 」 の例 がs先 ず 蘭学 書 『舎 密 開宗 』(1847年)
に登 場 す る 。近 代 に な る と 「石 灰 質」/「 石 灰 岩 」<limestone>/「 石灰 藻 」
<lithothamnium>/「 石 灰 穽 」<dolina>/「 石 灰 化 」<calcifica-lion>/「 石
灰 乳 」<kalkwilch>/「 生 石 灰 」/「 消 石 灰 」<slakedlime>/「 石 灰 窒
『百科全集』の訳語45
素 」/「 石 灰 肥 料 」/「 石 灰 モ ル タル」<-mortar>な ど,「 石 灰 」 を冠 した
語 が 続 々 と誕 生 す る。 訳 語 で な く原 語 を もた な い 直接 の 造 語 も見 え る。 た と
え ば,上 記 の うち,原 語 を示 さな か っ た語 が そ の 可 能 性 が 高 い よ うで あ る。
◆ 条戴維1素fibrin
盤 ハ 動 物 織 質 ヨ リ取 ル 者 ニ シ テ新 製 品 ハ 弾 力 ア リ
Fibrinisobtainedfromtheanimaltissue,andwhenrecentlyobtained,
itiselastic;
「繊 維 」 は 蘭 書 『医 範 提 糸剛(1805年),「 繊 維 素」 はr医 語 類 聚 』(1872年)
が 早 い例 で あ る。
◆ 染 色 素colouredmatters
諸 種 ノ炭 素 殊 二獣 炭 ハ 瓦 斯 及 ヒ染 色 蓋 ヲ吸 収 ス ル 性 ア リ
Manyvarietiesofcarbon,especiallythebonebuck,havethepowerof
absorbinggasesandcolouredmatters,
「染 色 素」 は 「染 色 素 」 か 「染 色 素 」 か 。 前 者 の 「染 色 」 につ い て は 名
詞 形 が 『後 漢 書 』 に見 え る 。 た だ 「染 色 す る」 の動 詞 形 は 『稿 本 化 学 語 彙 」
(1900年)に な る。 こ こ で用 い られ て い る 「染 色 素 」 も,明 治 期 に 入 っ て か
らの 訳 語 で あ ろ う。 一 方 の 「色 素 」 は 蘭 学 で<Kleurstof>の 直 訳 と して
〈Kleur.〉 「色 」+CstOf>「 素 」 の 造 語 法 で 見 え る。
◆ 亜 砒 酸arsenious
其 他 酸 素 ト合 セ テ ニ 種 ノ酸 ヲ ナ ス ー ヲ亜 砒酸 ト云 ヒ0ヲ 砒 酸 ト云 フ
Withoxygen,arsenicformstwoacids‐thearseniousandarsenic.
「砒 酸 」 は 幕 末 の 『七 新 薬 』(1862年)に 見 え る 。 「亜砒 酸 」 は本 資 料 の時
期 に 表 れ る。 た だ,「 亜 」 「次 」 の 接 頭 辞 は オ ラ ン ダ語 の 〈onder-〉 か らの
もの で,た と え ば 「亜 硝 酸 」<ondersalpeterzuur>/「 次 鱗 酸 」<onder-
phosphorzuur>の よ う に蘭 学 で 確 立 して た9}。
◆ 希 溶 液diluted
其 希 溶 液 及 ヒ蒸 気 ハ 能 ク硝 子 ヲ浸 食 ス
Thedilutedsolution,orthevapourofhydrofluoricacidactsenergetically
onglass,
「溶 液 」 「希 溶 液 」 と も に 近代 語 の よ うで あ る。 た だ 「稀 ・希 」 を 冠 した
「稀 硫 酸 」 が 蘭 書 の 『舎 密 開 宗jに 見 え る こ と か ら,こ の接 頭 辞 も江 戸 時代
に確 立 され て い た もの と考 え られ る。
◆ 非 金 属
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就 中 吾 人採 用 ス ル 所 二拠 レバ 大 別 シ テ金 属 ト韮 金 昼 トノニ 種 トスベ シ
Onesystemofclassification,andthatwhichweadopt,isdependent
upontheelementsbeingmetallicornon-metallic.
化学 用 語 と して の 「金属1は 蘭 学 で確 立 した。 ま た 「非 金 属 」 も蘭 学 に見
え る。 た だ,こ の 「非」 を用 い た3次 漢語 は近 代 に な っ て,た とえ ば 「非 化
学 」 「非 現 実 」 「非 公 式 」 「非 合 法j「 非 人情 」 な ど多 く造 られ るがs蘭 学 の造
語 法 が 反 映 して い る こ とが 考 え られ る 、 〈以 上 「化 学 」〉
〈天文学〉
海 王星 海狸 星 火女星 武女 星 穀女星 天后星 天王星 小行 星
宇宙 間 遠 日点 近 日点 仮想線 太陽界 平等線 地平線 天文学
噴火口 平分 天 貿易風 三角法 照怪鏡 測天鏡 天球儀 自乗法
双女宮 離心 力/外 世界 内 世界(45語 中)
◆ 天 王 星uranus/海 王 星neptune
地球 ニ … 個 木 星 二 四 個 土 星 二 八 個五 工 星 二 四 個邊 王 星 ニ ー 個 ナ リ
ofwhichtheEarthhasonc,Jupiterfour,Saturneight,Uranusfour,and
Netuneone.
「天 王 星」 「海 王 星 」 と もに 『日本 国 語 大 辞 典 』 は,1874年 の 『小 学 読 本 』
を 早 い もの と して 挙 げ て い る。本 資 料 の2年 前 の もの で あ る。 英 語 か らの 訳
語 で あ ろ う。 本 資 料 に は,こ の 他 「小 行 星 」<asteroids>「 ノj・惑 星」/「 穀
女 星」<Ceres>/「 武 女 星 」<Pallas>/「 火 女 星 」<Vesta>/「 天 后 星 」
・:Juno>な ど ,現 在 で は 一般 に用 い られ な くな っ た もの が 見 え る。
◆ 近 日点perihelion/遠 日点aphelion
若 シ行 星(甲)二 在 ル時 ハ 太 陽 ヲ距 ル コ ト最 モ 近 シ故 二 之 ヲ近 且,,,.ト云 フ
(乙)二 在 ル 時 ハ 最 モ 遠 シ故 二 之 ヲ幽 ト云 フ
WhenitisatA,thenearestpoint,itissaidtobeinperihelion;andwhen
atB,inahelion.
「近 日点」 「遠 日点 」 と もに,こ の 用例 が 早 い 。 直 訳 に よる造 語 で あ る 。
◆ 仮 想 線supposed




「仮 想 線 」 も,こ の 用 例 が 早 い もの で あ る。例 文 中 にr子 午 線 」<mericlian>
が 見 え る が,こ れ は オ ラ ンダ語 く鋤dda幽rシ の訳 語 。
◆ 太 陽 界solarsystem
故 二 此 行 星 ノ世 界 ヲ名 ケ テ太 陽 晃 ト云 フ
whichishencecalledthe§ Ω鯉.
「太 陽 」 と い う語 そ の もの は,古 く中 国 か ら 入 っ て い る が 「太 陽 界 」 とい
う認 識 は 近代 の 概 念 で あ る。こ の 語 の 出典 は辞 書 で は 見 つ か ら な い。この 他,
宇 宙 に 関 す る用 語 と して 「宇 宙 間」(intheuniverse)「 内 世 界 」(inntrworld)
「外 世 界 」(outcruniverse)な どが 見 え る 。 た だ,こ こで 見 られ る 「宇 宙 」
「世 界 」 共 に古 くか ら見 え る もの で あ る が,今 日の 天文 学 の 用 語 の 意 味 とは
異 な る。 広 義 の 訳 語 法(造 語 法)か らい え ば 「意 味 の 転 用 」 とい う こ と に な
る が,さ ら に 「一 間」 また 「内一 」 「外一 」 の 後 接 語,前 接 語 を付 して 近 代
語 を拡 大 した 。
◆ 地 平 線、horizon
西 二 向 テ 運 行 シ地 王 趣 即 チ 天 際 二 沈 ミ
orelsesinkingtowardsthehoworsky-lintinthewest.,
こ の 「地 平線 」 も,「 地 平 」 の語 は 蘭 語 に見 え るが,「 地 平 線 」 は 近代 の も
の で あ る 。 こ の よ う に 江 戸 の 蘭 学 の 延 長 線 上 に あ る 天 文 学 ・化 学 ・物 理 学
(本 稿 で は 「理 系 」 の 用 語)な どで は,蘭 学 の 用 語(既 存 語)を 語 基 に3字
語,4字 語 等 を造 る例 が 多 く見 られ る。
◆ 天 文 学astronomy
五 文 堂 ハ 原 語 ヲ 「ア ス トロ ノ ミイ」 ト謂 フ総 テ 天上 二 現 ハ ル ル所 ノ諸 象 ヲ
教 フル ノ学 ナ り
Astronomerteacheswhateverisknownoftheheavenlybodies.
「天 文 」 を冠 した 「天 文 家 」 「天 文 方 」 「天 文 道 」 「天 文 博 上」 な ど古 い 時代
か ら見 え る。 しか し,こ の 「天 文 学 」 は 訳語 と して 近 代 に な って 造 られ た語
で あ る 。
◆ 三 角 法trigonometry




数 学 の 用 語 と して,1889年(明 治22)のr数 学 二用 ヰ ル 辞 ノ英 和 対 訳 字 書 』
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に くTrigonometry>の 訳 語 と して見 え る。 「三角 」 は古 くか ら見 え るが 「三
角 法 」 は,近 代 の 西 洋 数 学 の 移 入 に伴 って 造 られ た訳 語 とい う こ と に な る。
◆ 自乗 法squares/三 乗 法cubes




「自乗 」 は 『改 正 増 補 物 理 階 梯 』(1876年)が 早 い よ うで あ る。 「自乗 法 」
の 方 もこの 例 が 早 い。 「三乗 法 」 は 今 の と こ ろ こ の例 が 最 も早 い。
◆ 測 天 鏡telescopes
唯 良 品 ノ ー.一 ヲ用 フ ル 時 ハ 白昼 ヨ ク衆 星 ヲ見 ル ベ シ
Wi出good幽,however,thestarsmaybeseeninthedaytime ,
この 「測 点 鏡 」,い ま は 「望 遠 鏡 」 が 一一般 的 に な っ て い る。 ち な み に 「望
遠 鏡 」 は,オ ラ ン ダ語<teleskooP/telescooP>か らの 意 訳 。 和 語 で 「と ほ
め が ね」 と もい っ た 。
◆ 離 心 力centrifugalforce/求 心 力centripetalfbrce
其 一 ハ 地 球 ノ方二 赴 ク ノカ ニ テ之 ヲ重 力 又丞 心 力 ,ト云 ヒ其 一 ハ 樋 機 ヲ離 レ




「離 心 力 」 は 蘭 学 で は 「遠 心 力」(蘭centrifugaalkaracht)と 訳 した 。 「離
心 力 」 は 英 語 か らの 訳 語 の よ うで あ る。 な お,例 文 中 に 「求 心 力 」 が あ る が ,
こ れ は 蘭 学 書 『暦 象 新 書 』(1802)に 見 え る。 と も に直 訳 に よ る。
〈以 上 「天 文 学 」〉
〈物理学〉
泳気鐘 加速力 動水力 減速力 関係動 器械学 生理学 秤水学
物理学 積分性 気蒸体 固形体 直動体 輪転体 好導体 時辰儀
蒸留水 敷術温 溶解銅 細分子 滴流体 半流体 無孔体 無弾体
(46語 中)
◆ 加 速 力accelerated/減 速 力diminished
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其 次 第 二 急 ナ ル モ ノ ヲ幽 ト日 ヒ次 第 二 緩 ナ ル モ ノ ヲ.,速 ヵ ト日 フ
itisaccelerated,whengraduallyincreased,andretarded,when
graduallydiminished.
1886年(明 治19)の 『工 学 字 彙 』 に見 え る よ うで あ る。 本 用 例 の 方 が 早
い 。 た だ 「加 速 」 は 蘭 書 『暦 象 新 書 」(1802年)に 見 え る。 蘭 語 を語 基 に3
字 語 を造 語 す るパ ター ンが 見 られ る。 な お,例 文 中 に見 え る 「減 速 」 は近代
に の もの で 「減 速 力 」 と と もに,本 例 以 前 の もの は 見 え な い 。
◆ 生 理 学physiology
其 結 局 ハ 命 ノー・一字 ノ ミニ シ テ生 命 ノ論 説 ハ 之 ヲ生 理 宝 二 属 ス
Theconsiderationofvitalphenomenabelongstothedepartmentof
sciencecalled旦 幽,sometimesBiology・
「生 理 学 」 の 初 出 を 『日本 国 語 大 辞 典 』 の 「語 誌 」 は 西 周 の 『百 学 連 環 』
(1871年)と しくphysiolo9ソ 〉 の 訳 語 と して い る。本 資 料 よ り6年 ほ ど早 い 。
た だ,本 資 料 で は訳 され て い な い が,原 文 に は 〈sometimesBiolo9ア 〉 とあ
り,《 と きに 生物 学 》 とい う よ う に 「生 理 学 」 が,訳 語 と して不 安 定 だ った
こ と を思 わせ る。 こ の 「○ ○ 学 」 の よ う に 「学 」 を後 接 語 基 とす る語 構 造 は,
蘭 学 期 にあ りyた とえ ば 「機 械 学 」<mechaniek/mechanica>が そ れ で あ
る。
◆ 動 水 学hydrostaUcs/秤 水 学hydraulics
動 雄 ・盤 二 於 テ ハ 水 モ亦 然 リ トス
andwaterissoconsideredinhydrastaticsandhydraulics.
「動 水 学 」 は 「水 力 学 」 に 「秤 水 学 」 はs「 静 水 学 」 また は 「流 体 静 力 学 」
とい うのが 一 般 的 で あ る 。 この よ うに訳 し換 え られ た術 語 も見 られ る。 この
こ と に つ い て は,次 号 の 「廃 語 」 の 項 で扱 う。
◆ 気 蒸 体gase
固形 体 ト気 蕎盗 トノ粘 着 力
AdhesionbetweenSolidsandGases
「気 蒸 体 」,い ま は 「気 体 」 がm般 的 で あ る 。
◆ 時 辰 儀clock
即 チ壁 辰 儀 ノ時 ヲ シ メス 夏 日ニ ハ 冬 日 ヨ リモ 延 長 ナ ル ノ理 ヲ説 ン ト
Thusweexplainthefactthataclockisapttogoslowerinsummerthan
inwinter,
「時辰儀」sオラ ンダ語 か らの訳語 。い まは訳 し換 え られて 「時計」を用 い る。
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◆蒸 留 水distilledwater
「蒸 留」 を化学 用 語 と して 用 い 「蒸 留水 」 を造 語 した の は蘭学 で あ るが,
「蒸 留」 は もと中国語 で ある。造 語法 か らは中国語 か らの意味 の転用 とい う
こ とになる。 〈以 上 「物 理学」〉
3)4字 以上 の 語彙
4字 以1.の 語 は,多 くの要素 を含 む対 象 を1語 で表 そ うとす る,ま た は複
雑 な要 素 を1語 に含 め よ うとす る結 果 の語 であ る。 医学 用語 には 「血 中蛋
白一質過 多」<:Albwninosis>「 気 管一粘液一漏一穿 開一術 」<Bronchotomy>な ど
とい うのが あ り,ま た現代 の 中国料 理 の メニ ューの 中 に も 「南瓜妙 鶏 」(南
瓜妙 一鶏)(カ ボチ ャ と鶏 肉の妙 め もの;材 料 と調理法)/「 金銭蝦餅 」(金 鍮
蝦 餅)(小 エ ビのす り身 をパ ンに載せ て古銭 形 に して揚 げ た もの;出 来上 が
った料理 の形 と材料)と いった料理 の方法 や火の加 減,使 われてい る食 材 を
次 々 に並べ れ る語 があ って,そ れ に対応 す る語 基の 方 も多 くな り,そ れ だけ
長 い語 を造 らなければ な らな くなる。
〈化学〉
化学作用 金属元素 酸化水素 次亜硫酸 無水硫酸 硫化水銀
濾過乾燥/化 学的分析 含水硫酸銅 酸性酸化物 植物生理学
摩擦電気器 単択親和力 複合元基化学 重炭化水素瓦斯
(64語 中)
◆ 化学作 用processofchemistry
従来識得 タル化学作 用 二拠 テ之 ヲ他 ノ景 態二分析 スル ヲ
by出e㎞ownp-,toanyothercondition.
「化学 」 と 「作 用」 の2語 基 か らなる。 「化学」 は幕末 に中 国か ら入 った新
語 で あるが 「作用」 は古 くか ら使 わ れてい る。 しか し,こ の=二つ が複合 して
「化 学作用」 と して使 われたの は この例が早 い。
◆ 金属 元 素metallicelements
2語 基 と も,江 戸 の 蘭学 で オラ ンダ語 か ら訳 された和製漢語 。二 つが合 わ
さって 「金属元 素」 になっ たの は この例 が早い。
◆ 次 亜硫 酸




「硫 酸 」 は オ ラ ン ダ語 か らの 訳 語 。 とこ ろで,先 に 「亜 砒 酸 」 の 項 で 述 べ
た よ う に 「次 」 「亜 」 は 〈onder-〉 の 訳 で 「は じめ 〈次 〉 ま た 「亜 」 と訳 し
たが,の ち に 「次 亜 」 とな っ た」 とい う。
◆ 無 水 硫 酸
盤 杢硫 酸 ノ結 晶 体 ヲ得 ベ シ
yieldacrystalsofAnhdrusShuricAcid.
「無 水 」 は 蘭 学 で は 見 えず,英 語<anhydrous>か らの訳 語 と考 え られ る。
今 日 で は 「無 水 」 を 冠 した 化 学 用 語 が,た と え ば 「無 水 酢 酸 」 「無 水 炭 酸 」
「無 水 硝 酸 」 な ど多 く見 られ るが,大 抵 は 蘭 学 の用 語 に近代 に な っ て 「無 水 」
冠 した もの で あ る。 この 「無 水 」 に対 して 「含 水 」 を冠 した化 合 物 の 名 称 も,
た とえ ば 「含 水 炭 素 」の よ うに 見 え る。 た だ,幕 末 の 蘭 学 書 『気 海 観 瀾 広 義 」
(1858年)に 「含 水 」 が 見 え 「含 水 悉 爾 昆 土」 の 語 が あ る ・ 本 資 料 に も以 下
の 例 が 見 え る。
◆ 含 水 硫 酸 銅
又盒 丞 翫酸 銅 謄 暮 ヲ糸 二 繋 テ ー 盃 ノ水 二 垂 ル レバ 暫 時 ニ シテ溶 化 シ全 液 変




「含 水 」+「 硫 酸 」+「 銅 」 の 複 合 語 。 「含 水 」<hydraat>は 蘭 学 の 用
語 に も あ り,ま た 「含 水 悉 爾 昆 土 」 の よ うに 「含 水 」 を冠 した 語 も見 られ
る。 「謄 響 」 は 「硫 酸 銅 」 の 中 国 語 。 「含 水 炭 素」<watercontent>は 英 語 か
らの 訳 語 で 明 治 期 の 語 で あ ろ う。
◆ 摩 擦 電 気 器
阿 巽,塵 鐡 ヲ操 作 スル ニ 方 二常 ニー一種 ノ臭 気 ヲ嗅 グハ 電 気 学 者 ノ
ス デ ニ 久 シ ク熟 知 ス ル所 ナ リ
Ozone-Ithasbeenlongknowntoelectriciansthatapeculiarodour
accompaniedtheworkingoffrictionalelectricalmachines,
「摩 擦 」+「 電 気 」+「 器 」 の 三 つ の 造語 要 素(語 基)を 取 り出 す こ とが で
き,英 語 も ま た これ に対 応 して い る。 直 訳 とい う こ とに な る。 この 語 基 の う
ち 「摩 擦 」 は幕 末 の 英 和 辞 書 に,ま た 「電 気 」 は中 国洋 学 か ら入 っ た もの で
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あ る。 この 「摩 擦 」 を冠 した 語 も多 く,近 代 に な っ て造 られ た。
◆ 重 硫 化 炭 素
帝 列 並 油,固 性 油 及 ヒ重 雌 ニ ハ 善 ク溶 解 ス
butisdissolvedbyturpentine,thefixedoil,andbisulpliuretofcarbon .
「重 」+「 硫 化 」+「 炭 素 」 とな っ て お り,「 炭 素 」 は蘭 学 の 用 語 だ が 「硫
化 」 の古 い用 例 は見 つ か っ て い な い よ うで あ る。 これ に接 頭 辞 の 「重 」 が 加
わ っ た 。 英 語 の 方 は句 と い う こ とに な ろ う。 〈以 上 「化 学」〉
〈天文学〉
中数正午 現在正午 不視半球(3語 中)
◆ 中数正午meannoon
此法 ヲ以テ太陽恰モ子午線 ノ上二来ルヘキ ト仮想セル時刻 ヲ虫数王後 ト云
フ
whentheimaginarysunisonthemeridian,itismeannoon;
◆ 現 在 正 午apparentnoon
太 陽 実 二 子 午 線 ノ上 二 来 ル 時 刻 ヲJ正 缶 ト云 フ
whentherealsunisonthemeridian,itisapparentnoon .
「中 数 正 午 」 「現 在 正 午 」 の2語 と も専 門性 が 高 く,『 日本 国 語 大 辞 典 』 他
の 国語 辞 典 に は 登 録 され て い ない 。 近 代 の もの と考 え られ る。
◆ 不 視 半 球belowthehorizon
星 天 ハ ー ヲ視 半 球(又 地 平 線 上 ノ諸 星 ト云 フ)ト 云 ヒー ヲ　置(又 地
平 線 下 ノ諸 星 トイ フ)ト 謂 フ
orstarsabovethehorizon;andtheinvisible,orstarsbelowthehorizon .
直 訳 す れ ば,"地 平 線 よ り下 に"と で もい うの で あ ろ う か,「 不 視+半 球 」
は意 訳 で あ る が,こ う した訳 し方 が で きる の も漢 字 を語 基 に して い る か らで
あ ろ う。 〈以 上 「天 文 学 」〉
〈物理学〉
極微分子 不好導体 不能問性 分解離析 分析至微 平行方角
平行方角(8語 中)
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◆ 舎 密 親 和chemicalcombination
凡 ソ物 二 此 極 微 分 子 ノ存 ス ル所 以 ノ明証 ハ 多 ク結 晶 及 ヒ盆 蜜翌 租 二 関 シ タ
ル件 疑 ヨ リ認 得 ス
Theirexistenceisinferredfromanumberoffactsconnectedchieflywith
crystallisationandchemicalcombination,
「舎 密 」 は 「化 学 」 の こ と,「 化 学 」 が 中 国 洋 学 か ら入 るの は幕 末 で あ るが,
一 般 化 す る の は 明 治10年 代 で あ ろ う。 「親 和 」 は 「親 和 力 」 の形 で 使 わ れ る
こ とが 多 い くr蘭 学 で の訳 語 。 「化 学 親 和 力 」。
◆ 不 好 導 体badconductors
流 体 ハ 熱 ヲ与 フ レバ 速 二 温 度 ヲ増 ス ヲ以 テ 最 良 ノ好 導 体 ナ ルニ似 タ リ ト難




「不 好 」+「 導 体 」 と,英 語 の 直 訳 か ら造 られ た語 。
◆ 不 能 間 性impenetrability
一 物 既 二 其 処 ヲ 占 ム レバ 他 物 之 二 入 ル コ ト能 ハ ズ 故 二両 物 時 ヲ同 ウ シ テ 同




「不 能 間性 」,日 本 語 訳 が 語 の 意 味 を述 べ て い る が,「 一 名,碍 性 」 と も とい
い 「未 ダ別 二 其 的 当 セ ル語 ナ キ ヲ以 テ姑 ク之 を用 ウ」 と述 べ て お り,訳 語 造
りの 困 難 さ を覗 か せ て い る。
◆ 平 行 方 角parallelogram
此 ノ如 ク画 シ テ以 テ 複動 ノ速 ト行 路 トヲ知 ル モ ノ之 ヲカ ノ王 丘 左 色 ト云 フ
Afigurethusformedrepresentsboth止emotionsandtheforcesthat
producethem,andiscalledtherlelrmofforces.
「平 行 方 角 」,今 日の 「平 行 四 辺 形 」 の こ と。 「平 行 」 は 蘭 学 の 語 。 「方 角 」
は古 くか ら使 わ れ い た既 存 語 。 これ を合 わ して4字 熟 語 と した もの だが,英
語 か ら見 る と直 訳 の 部 類 で あ る。 同 じ英 語 を 「平 行 方 形 」 と も訳 して い る。
以上,『 百科全書」 の訳語 について,理 系の語彙 を取 り上げ 「新語① 」 に
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分類 した本資料以前の洋学書(蘭 学 を含む)を 初出とする語 を検討 してきた。
多 くの新造語が見 られる。明治期 とい う急激な西洋化 に対応 して新語造 りを
可能に したのは,前 代の蘭学の遺産である語彙 を活用で きたこと,と くに本
稿 で扱 った理系,す なわち自然科学 の分野 では,蘭 学が生産 した語 を語基
(stem)に3字 語,4字 語を大量 に造ることができた。
また,蘭 学が編み出 した訳語法,造 語法を利用することがで きた。初期の
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